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クラウド社会が
もたらすもの　　　 ～社会やビジネスに

転換を促す革命的インパクト～
　近年、急速に進展する ICT の世界に ｢クラウド・コンピューティング｣ という新たなパラダイムが登場してきた。クラウド・コンピューティ
ング（以下、クラウド）とは、インターネットを利用して、データベース、ストレージ、ソフトウェアをはじめとした、各種 ITリソースを必
要に応じて利用できるサービスの総称である。このサービスの登場により、ビジネス現場で、業務効率化やコスト低減を実現することのみ
ならず、モノや情報、さまざまな社会的活動がネットを介してつながり、膨大なデータを基盤とした、新しい社会・生活インフラが出現しつ
つある。それは人間社会に本質的な変化を促すものとされ、文字通り、新たな時代の幕開けを告げるものだ。
　クラウドをはじめとした多様なコンピューティングサービスを世界市場に提供するのは、北米を中心にグローバルに事業展開する巨大 IT
企業だ。そして、そのサービスの実現に欠かせないのが、大規模データストレージや高速データ伝送装置を有し、膨大なデータを保管・
活用するデータセンタである。巨大なデータセンタ棟が群立するハイパースケールデータセンタ（以下、ハイパースケール）は、１拠点の
みならず複数拠点に、しかもグローバルに展開されている。各拠点間で膨大なデータ量を高速で通信するために求められるのが高速大容
量光ファイバである。住友電工グループは光ファイバ、光ケーブルのパイオニアとして、高速大容量光ファイバの実現に必要な「超多心技術」
や、「極低損失技術」をグローバルに、最高品質で提供できる企業として注目を集めている。この新たなパラダイム、クラウド社会創造の
一翼を担う住友電工グループのアグレッシブな取り組みと、「超多心」、「極低損失」を実現した開発の軌跡を追った。

クラウド社会をつなぐ
光ファイバ最前線

プロジェクトid　社会課題への挑戦

データセンタデータセンタ

3456心ケーブル（超多心）

サーバ
データセンタ内キャンパス

陸上ケーブル陸上ケーブル
海底ケーブル（極低損失）海底ケーブル（極低損失）

グローバルにクラウド・コンピューティングをつなぐ光ケーブル（イメージ）
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場は海外となる。世界的に見ると、光ファ
イバ市場は拡大傾向にあり、特に中国市場
の伸長が目覚ましい。住友電工グループに
おいても、10 年前と比べて国内、海外の
売上比率は逆転しており、現在ではおよそ
75％が海外市場向けだ。中国市場も収益に
大きく寄与している。現在、住友電工グルー
プの光ファイバのシェアは、世界トップグルー
プの一角を占めるが、シェア拡大のみが目
指すところではない。光通信事業部長の末
森茂は、社会と顧客のニーズにいかに応え
るかが重要であると言う。
　｢今後、光通信システムに求められる要素
は、高速大容量、低遅延 * 性、高信頼性の
3 つに絞られます。これらをハイレベルで実
現するのが我々のミッションと考えています。
たとえば高速大容量。その実現のために重
要なことの一つは伝送損失を極限まで低減
すること。これにより受信感度が改善され、
より多くの光信号を送ることができます。ま
た一本のケーブルの中に多くの光ファイバを
収納できれば、効率的な高速大容量化が可
能となります。これを具体化した製品が超多
心光ケーブルですが、｢超多心」と「極低損失」
の実現が高速大容量化には非常に重要で、
競合他社との差別化のポイントであり、現在、

当社が最も注力している取り組みです」
* 遅延：伝送経路のエンド・トゥ・エンドで要する信号の
伝達時間のこと。

マーケットで進むパラダイムシフト
クラウドサービスとデータセンタ

　末森の言葉の背景にあるのがマーケット
の劇的な変化だ。従来、光ケーブルのユー
ザーは主に通信キャリアだった。しかし時代
の変化に伴い、パラダイムシフトが起こりつ
つある。それが、冒頭で指摘した「クラウド・
コンピューティング｣ の進展であり、クラウ

ドサービスを提供す
るプロバイダーが有
するデータセンタの
存在だ。これらサー
ビ スプ ロバ イ ダ ー
は、米国を拠点に最
先端 IT を武器として
グローバルに事業を
展開する巨大 IT 企
業であり、彼らは今、
光 ケ ー ブ ル を自ら
保有し運営するユー
ザ ー になりつ つ あ
る。単に膨大な情報

を流通させ、ソフトウェアやストレージ・サー
バなどの ITリソースを提供するだけでなく、
それらの情報はビッグデータとして事業戦略
の重要な資源ともなる。彼らが保有するデー
タセンタの多くは、サーバを数万～数十万
台有する、まさにハイパーな規模だ。そして、
ローカルに群立する複数のデータセンタ棟
を接続する役割を担うのが高速大容量の光
ケーブル、すなわち、末森が指摘した ｢超
多心光ケーブル｣ だった。次章では、住友
電工グループが成し遂げた光ケーブルの超
多心化の具体的な取り組みを見てみたい。

「汎用光ファイバ｣｢海底光ファイバ」
｢光ケーブル｣ という事業ドメイン

　クラウド社会を支えるネットワークの基盤
となる光ファイバ。光ファイバは石英ガラス
やプラスチックで形成される細い繊維で、中
心部のコアとその周囲を覆うクラッドの二重
構造で構成されており、光信号を全反射と
いう現象によりコア内に閉じ込めた状態で伝

搬する伝送媒体だ。電磁波に影響されない
ため通信安定性が高く、大容量かつ長距離
伝送が可能という性質を持つ。住友電工グ
ループは 1974 年に ｢光ケーブル」の製造
を開始して以来、40 年以上にわたり、多彩
な製品を開発・提供してきた。
　現在の住友電工グループ光通信事業のド
メインは、「汎用光ファイバ事業」｢海底光ファ
イバ事業｣ ｢光ケーブル事業｣ に大別される。

「汎用光ファイバ事業」および「海底光ファ
イバ事業」での対象製品は、光信号の伝送
路である光ファイバ心線であるが、「光ケー
ブル事業」では極めて繊細な光ファイバ心
線を撚り合わせて外被加工などを施し、屋
内外での実用に耐え得る形態としたケーブ
ルが対象製品である。したがって、それぞ
れのマーケットも異なってくる。汎用光ファ
イバはコモディティでありボーダレスである
のに対し、光ケーブルはエリアごとのカスタ
マイズが要求されるローカルな製品だ。住
友電工グループにおいても、光ファイバは
グローバル製品であるが、光ケーブルは、
従来、国内市場向け製品（陸上用）と位置
付けられていた。もう一つの ｢海底光ファイ
バ事業｣ は、住友電工グループの独創の技
術が開拓したともいえるドメインであり、世
界 No.1 シェアを確保している。

海外市場を主戦場とする光ファイバ
｢超多心｣ と ｢極低損失｣ が生む
差別化

　日本国内では、1980 年代から光ケーブ
ルの敷設が始まり、現在はほぼ全国を網羅。
したがってこれからの汎用光ファイバの主戦

プロジェクトid　社会課題への挑戦 クラウド社会をつなぐ
光ファイバ最前線

クラウド社会を支える光ケーブル
～時代が要請する高速大容量化に応える～

情報通信事業本部
光通信事業部長

末森茂

住友電工が世界に先駆けて開発した
超多心（3456心）の光ケーブル

出荷を待つ「3456 心ケーブル」（左：ケーブル製造部長 岡田武彦、右：技術部長 天野亜夫）
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れが欲しい｣ と。しかも 3456 心を納品す
るまでのインターバルはわずか 7ヶ月。通
常、数年のスパンを要する中、異次元の開発・
製造スピードで、3456 心の取り組みは進め
られました｣

｢間欠リボン心線｣｢スロット型構造」
高密度・3456 心ケーブルの誕生

　｢3456 心ケーブル｣ の取り組みを語る上
で、理解が必要なのが ｢リボン（テープと
も言う）心線｣ と「間欠リボン」だ。｢リボ
ン心線｣ とは複数の光ファイバを並行に並べ

て一括被覆した心線。従来の単心ファイバ
心線より実装性に優れ、リボン心線ごとに一
括融着接続でき、接続作業時間を大幅に短
縮できる。採用されたのは海外で主流の 12
心リボンにスリット（隙間）を入れた新開発

の間欠リボンである。こ
の開発に鈴木と共に取り
組んだのが、現在、光
通信事業部技術部長を
務める天野亜夫だった。
　｢技術的課題は、伝送
特性を維持したまま限ら
れたスペースの中に、高
密度に光ファイバをいか
に詰め込むか。スリット
を入れた間欠リボンは、
柔軟性および一括接続
時のリボン整列性を両立

させることが可能です。この間欠リボンと曲
げ強化型光ファイバを採用、さらに中心にテ
ンションメンバ（敷設時に光ファイバに加わ
る張力を緩和する働きをする）を有する可

か

撓
とうせい

性に優れたスロット型構造を組み合わせる
ことで、心線収納密度を飛躍的に向上させ
ました。これらは、試行錯誤の連続の中で、
粘り強くかつスピーディに生み出されたもの
です。その結果、同一外径で従来比 2 倍の
心数、すなわち 1.5インチ管で1728 心、2.0
インチ管で 3456 心という驚異的な心数収
納、世界最高レベルの超多心化を実現しま
した｣

　これら開発と並行して、蓄積されたモノづ
くりの力、すなわち製造の現場力が ｢異次
元のスピード｣ で発揮された。こうして世界
初の 3456 心は 2016 年初頭に納品された
のである。

ビジネスの急速な進化に対応した
包括的ソリューションの実践

　住友電工グループの光ケーブル事業は、
従来国内を対象にしていたため、市場の成
熟とともに低迷を余儀なくされていた。今回

の ｢超多心ケーブル｣ の開発、そして新た
に海外市場を開拓したことは、「光ケーブル
事業」の画期的かつ革新的成果である。前
出の光通信事業部長・末森は、3456 心収
納のケーブルを提示したときに顧客が言った
｢クレイジー｣ という言葉をよく覚えている。
それは高密度ケーブルを短期間で実現した
ことへの驚きの言葉であり、最高の誉め言
葉だった。
　米国のハイパースケール顧客へアプロー
チしたのが、前出の鈴木が社長を務める
SEL である。営業統括の責任者である副社
長のバレット・ミルズが指摘するのは、ハイ
パースケール各社のビジネススピードの速
さだ。
　｢今は、我々と住友電工との強い協力関係
による製品開発で、進化し続ける製品の最
先端を維持することができています。しかし
2 年後は顧客ニーズが、マーケットがどうなっ
ているかわかりません。それほど顧客のビ
ジネスは加速度的に進化しています。その
中で我々は超多心を切り口に一定のプレゼ
ンスを維持し続けなければならない。その

ためには、超多心のみならず、光ファイバ周
辺機器も含め、顧客のネットワークに関して
包括的なソリューションを提供していくこと
が求められています。同時に工事業者との
関係を強化して顧客へのサポート体制の一
層の充実を図っていきたいと考えています」
　住友電工が生み出した ｢超多心光ケーブ
ル｣ 分野は、その後同業他社の追随を受け、
厳しい競争の中にある。その中で ｢一定の
プレゼンスを維持｣ し、クラウド社会を支え
続けるために、住友電工グループの次代を
見据えた新たな挑戦が始まっている。

｢超多心｣ 高密度光ケーブルへの挑戦
異次元の開発・製造スピードで
ニーズに対応

　多心化とは ｢多心線化｣ のことだ。髪の
毛ほどのガラス繊維に、薄く樹脂被覆を施し
た通常外径 0.25mm ほどの光ファイバ心線
を、先にも述べたように必要心数を撚り合わ
せ、頑強なプラスチック被覆を施した製品が
光ケーブルである。言うまでもなくケーブル
内に心線を高密度に収納できれば、それだ
け大容量が実現することになる。かつては、
光ケーブルの平均的心数は 100 心レベル、
多心化先進国である日本でも恒常的に使用

される最大心数は 1000 心程度。これまで
は、同じ心数の中でケーブル外径を細くする
ことに注力し高密度化を実現、技術を蓄積し
てきた。そしてここへきて、光ケーブルに新
たな顧客層が登場、そのニーズも従来とは
まったく様相を異にするものだった。始まり
は 2014 年冬。現在、米国市場における光
通信事業の戦略拠点であるSEL（Sumitomo 
Electric Lightwave Corp. ）の社長を務
める鈴木叙之は、当時、日本の光通信事業
部で多心化や新たなケーブルの技術開発を
進めていた。鈴木が SEL から受け取った顧
客ニーズは「データセンタで使い勝手の良
い、多心ケーブルを求めている」というもの。

当時、米国のケーブルは 864 心が最多で
あった。
　｢なぜ多心化が必要なのか。聞けば、デー
タセンタが急速に拡張して、ケーブルを敷
設する管路が足りないということでした。彼
らにとって、限られた管路にファイバを高密
度で収納することが喫緊の課題だったので
す。そこで我々は 1152 心の試作品を提示。
彼らはすぐに来日し、住友電工では何ができ
るのかと、我々の技術に強い興味を示しま
した。そこから本格的に開発をスタートさせ
たのです。1152 心をおよそ 5ヶ月で開発・
製造し納品。さらに、3456 心の青写真を
描いて示していたこともあり、顧客は次に「こ

デビッド・バチンスキー　SEL 営業ディレクター
｢私たちはおそらく最大のアドバンテージを持っていると言
えます。間違いなく住友電工の光ファイバと光ケーブル
は最高の品質。この利点を使い、地道に基盤を作りつつ、
新たなことにもチャレンジしていきたいと思っています｣

（写真右）ローレン・デロアチ　SEL 営業担当
｢ハイパースケールへの営業活動は、とてもエキサイティ
ングであり、クリエイティブ。顧客との持続的な関係を構
築するため、工事業者とより協力的なコラボレーションを
実現することが、今の自分のミッションと考えています｣

（写真左）バレット・ミルズ　SEL 副社長

技術部長
天野亜夫

ケーブル製造部 
ケーブル生産技術グループ長
高橋健 ケーブル製造部 

ケーブル生産技術グループ 主査
平間隆郎

技術部 
技術グループ 主席
高見正和

技術部 開発グループ長
佐藤文昭

プロジェクトid　社会課題への挑戦 クラウド社会をつなぐ
光ファイバ最前線

｢超多心化｣の実現が新たな世界を拓く
～データセンタをつなぐ光ケーブル～

全員の想いが結実した。「3456 心ケーブル」出荷時の一枚

米国・SEL 本社 SEL 社長　鈴木叙之

決して妥協しない。「3456 心ケーブル」の開発者たち

データセンタソリューション営業部の営業メンバーたち
リボン４枚（48ファイバ）収納 リボン８枚（96ファイバ）収納
柔軟に断面形状が変化するため、同じスペースに多くのファイバを収納することができる。

板状で形状が変わらない
光ファイバ心線

自在に形状変化

12心間欠リボン心線12心間欠リボン心線12心従来リボン心線
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データセンタ内の高密度収納
徹底して顧客ニーズに応える

　3456 心という超多心光ケーブルを実現
した住友電工グループ。その開発・製造と
同時並行で進められたのが、ケーブルとケー
ブルをつなぐ各種光機器の開発だった。超
多心ケーブルはデータセンタまで敷設され
るが、それらをデータセンタ内に導入し、最
適な収納と配線を各種光機器で実施するこ
とで、はじめてデータセンタは高速大容量
の光通信を実現し、クラウド等のコンピュー
ティングサービスの提供が可能となる。たと
えば光クロ―ジャ。建物の外で光ケーブル
を接続する場合には、光ケーブルの接続点
を収容する光クロージャは欠かせない。あ
るいは、建物に引き込まれた光ケーブルは、
ラック（配線集約架）に収納されてデータセ
ンタ内に配線される。さらに光ファイバを接
続・着脱する光コネクタも重要な光機器だ。
これら各種光機器は、「超多心化｣ という従
来とは異なる次元の環境下で、新たな進化
が要請されたのである。光機器事業部デー
タセンタ技術部長の上田知彦は、「お客様に
密着し、お客様の課題を徹底してヒアリング
して、その解決に向けた光機器の設計・開
発を進めました。最大のポイントは 3456
心の光ファイバの高密度収納と最適な配線
の実現。さらに容易な作業性や信頼性の確
保、機能性・拡張性の向上など、お客様と
議論しつつ、的確なカスタマイズによってソ

リューションを提供していったのです」
　上田らは光配線ソリューションを提供する
過程で、世界最高レベルの低接続損失を実
現した光コネクタを開発、さらに接続後の信
頼性を担保する検査の自動測定器も生み出
し、顧客から高い評価を受けている。

データセンタのグローバル化
旺盛な需要に対応する戦略

　現在、米国においてデータセンタは急速
に拡大しているが、ここへきてデータセンタ
のグローバル化が始まっている。

　「米国のみならず、
ヨーロッパ、アジアへ
とデータセンタ設置は
拡大しつつあります。
今後、超多心光ケー
ブルの需要は急増す
ることが確実視される
中、我々はそれら旺
盛な需要に対しどう応
えるかが問われていま
す。 キーとなるのが
短納期と低コストの実
現。 そのためには設
計開発を担うデザイン
センタや生産拠点を再

編することをグローバルな規模で視野に入
れる必要があります。これまで我々はニー
ズに応える光機器の開発者という立場でした
が、今後は開発者の顔と同時に、グローバ
ルな製造業の顔を併せ持つことが求められ
ています」（光機器事業部長・末次義行）
　世界のデータセンタで高い評価を獲得し
ている住友電工グループの超多心光ケーブ
ルは、超多心化技術と先進の光機器の両輪
によって支えられている。

｢光通信の時代｣ を生み出した
光ファイバの画期的製造法

　光ファイバで通信を可能とする――この革
命的なアイデアが生まれたのはおよそ 60
年前。そして 1960 年代、光ファイバの本
格的な研究が進められ、1970 年代に入っ
て実用化の機運が高まった。このような状
況の中、NTT（当時、日本電信電話公社）
と住友電工を含むケーブルメーカー 3 社が、
光ファイバの共同研究体制を立ち上げる。
そしてその過程で ｢VAD 法｣ と呼ばれる量
産性に優れた光ファイバの製造方法が発明
された。さらに 1980 年代に入ると、「VAD
法」は改良によって、より高品質かつ低損
失な光ファイバを量産できるまでに高度化、
本格的な商用化のフェーズを迎えることと
なった。
　光ファイバはガラスの塊である母材を作製

し、それを加熱して細い糸状に線引きするこ
とで作られる。ポイントは、一軸方向に引き
上げながら多孔質ガラスを成長させ、大型
のファイバ母材を作製することで量産性を高
めたこと。加えて、不純物の少ないファイバ
母材を作製することで低損失という高品質化
も実現した。この ｢VAD 法｣ の確立と進化
が、｢光通信の時代｣ への大きなステップと
なったのである。

伝送損失の低減に向けて
世界が驚いた低損失光ファイバ

「Z－ファイバ」の誕生

　｢VAD 法｣ 確立において課題の一つと
なった ｢低損失｣。そもそも ｢低損失｣ とは

「伝送損失｣ の低減のことだ。では ｢伝送
損失」とは何か。光ファイバ内を光が伝わる
際、ある一定の距離を進むと光が光ファイ

バ外部へ一部散乱、あるいはガラス内に含
まれる不純物で一部が吸収され減衰してしま
うが、これが伝送損失となる。伝送損失が
大きくなると、光信号が届きにくくなるため、
通信するデータ量が制限され、通信速度が
低下するなど、通信の品質や信頼性を損な
う事態を引き起こすのだ（劣化した光信号を
回復するためには光増幅器が必要となる）。
したがって、住友電工グループの光ファイバ
技術陣にとって、低損失光ファイバの実現は、
常に追求してきた最大のテーマと言っても過
言ではない。技術者として低損失光ファイバ
の開発に取り組んできた一人が、現在、光
通信事業部企画部長を務める大西正志だ。
　｢低損失の実現に必要なことは、ガラスの
透明度を上げることです。『VAD 法』は不
純物をできる限り排除しましたが、どうして
も必要とされたのが添加物であるゲルマニ
ウム。光ファイバはコアとクラッドで構成さ

クラウド社会をつなぐ
光ファイバ最前線

情報通信事業本部　光機器事業部長
末次義行

情報通信事業本部　光機器事業部　データセンタ技術部長
上田知彦

世界の海を渡る
｢海底光ファイバ｣
～世界最高の極低損失光ファイバへの挑戦～

海底ケーブル敷設の様子（写真提供：日本電気株式会社）

プロジェクトid　社会課題への挑戦

光通信の信頼性を確保せよ
～光配線ソリューションの実践～

融着機

ラック

超多心光ケーブル

光ケーブル 

光コネクタ、パネル

光コネクタ

光クロージャ
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れますが、光を閉じ込め伝搬させるにはコア
とクラッドの間に屈折率差が必要です。コア
の屈折率を上げるにはゲルマニウム添加は
避けられなかった。しかし当社が追求してい
たのは究極の低損失。そこで先輩たちはコ
ア中のゲルマニウムを排除した光ファイバの
開発を進めました。屈折率差を確保するた
めクラッドに屈折率を下げるフッ素を添加し、
一定の透明度を保つ（低損失を実現する）
新しい光ファイバを『Z－ファイバ』と命名
して、世に送り出しました｣
　1986 年のことだった。数値で示すと従来
の光ファイバの伝送損失が0.20dB/kmだっ
たのに対し 0.154dB/km（研究レベル / 製
品レベルでは 0.17dB/km）* という驚異的
な低損失を実現、世界が驚いた光ファイバ
だった。
　やがて、住友電工グループの光ファイバ
技術陣は、自分たちが追求している低損失
光ファイバが、今後必要とされる最適な領
域をターゲットにする。低損失というメリット
が特に有効に発揮されるのが長距離通信で
あり、その最大規模とされるのが海を渡る 

「海底光ファイバ｣ だった。世界ではすでに、
1988 年に第 8 大西洋横断ケーブル「TAT-
8」で光ファイバが導入され、それに続いて
1989 年に第 3 太平洋横断ケーブル「TPC-
3」でも光化されていた。これによって国際
電話はかなり身近なものとなったが、その
後もさらなる伝送容量拡大を狙った検討が

進められた。1992 年に「Ｚ－ファイバ」を
採用した第 4 太平洋横断ケーブル「TPC-4」
が建設され、TPC-3 の 2 倍の伝送容量を実
現。「Ｚ－ファイバ」の低損失性が大容量化
に大きく貢献したのである。 ここで留意した
いのは、送受信光デバイスの高性能化も大
きな役割を果たしたが、低損失海底光ファイ
バの重要性が広く認識されたということだ。
* dB（デシベル）は伝送損失を表わす単位。0.17dB/
km は 1km 当たり0.17dB の損失を意味し、伝送路の
長さを掛け算することで伝送路全体のロスを見積もるこ
とができる。

太平洋横断
｢波長分散｣ という難題への
取り組み

　こうして低損失光ファイバは海底ケーブル
に採用されたが、一方で新たな課題が鮮明
になってきた。｢波長分散｣ という問題だ。
光ファイバの使用波長は半導体レーザの進
化に伴い、0.8㎛、1.3㎛、1.55㎛と長波
長化してきたが、大きなインパクトをもたら
したのが 1.55㎛の登場である。1.55㎛帯
は光ファイバの伝送損失が最少となる波長
帯であり、長距離伝送に適するものとされ
た。しかし住友電工グループの ｢Z－ファイ
バ｣ は 1.55㎛帯では世界最低損失であるも
のの、「波長分散」という特性がゼロではな
く伝送容量を制限していた。波長分散とは、
波長によって光の伝達速度が異なる現象で、

光パルスはわずかな波長拡がりを持つため
に、波長分散によってパルス波形が時間領
域で広がり、高速伝送ができなくなってしま
う。住友電工の研究陣は、低損失を維持し
たまま、1.55㎛帯で ｢波長分散｣ ゼロの実
現を目指す取り組みを開始した。
　｢波長分散をいかに抑制しゼロに近づける
か。そのためには添加剤などで、コアとクラッ
ドの分布形状を変え、波長分散特性を変え
る必要がありました。文字通り、必死の取り
組みでしたが、どのように試みても伝送損失
の値が上がってしまいました。断腸の思いで
その開発は断念したのです｣
　その後も海底光ファイバの導入は拡がっ
ていったが、それらは ｢Ｚ－ファイバ｣ が実
現した低損失光ファイバとは異なる、かつて
のゲルマニウム採用の 1.55㎛帯の波長分散
をゼロ付近に制御した光ファイバだった。

揺るぎない信念が生み出した
世界最高の極低損失光ファイバ

　2002 年から約 10 年間、IT 業界をめぐ
る経済環境の混乱も加わり、住友電工グルー
プの海底光ファイバ事業は停滞を余儀なく
される。その中でも ｢伝送損失がより低い
光ファイバは社会に大きなメリットをもたら
す｣ という代々継承されてきた信念のもと、
極低損失を目指した光ファイバの開発は進め
られていた。状況が激変したのは、2010

年頃のデジタルコヒーレント受信技術の登
場だった。波長分散によって歪んだ信号を
そのまま受信し、信号処理回路の演算で歪
みの補正処理を行うというものだ。この技
術を実用化できる目処が立ったのをきっかけ
に、光ファイバに求められる波長分散特性が
劇的に緩和されることになり、低損失要求
が一気に高まった。このタイミングで開発リ

ソースを増強し、 その取り組みが結実したの
が 2013 年のことだった。開発の中心メン
バーの一人が、現在、光通信事業部海外技
術部の平野正晃である。
　｢伝送損失の極小化。その実現のために
テーマとしたのが、ガラスの透明度を従来
以上に高めることでした。光ファイバガラス
の屈折率は均一と捉えられがちですが、実
際には“ゆらぎ”があります。つまり均質
ではないのです。我々はナノオーダーでそ
のゆらぎの極小化を進めました。すなわち、
ガラスのゆらぎを小さくし透明度を向上させ
ることが、極低損失光ファイバの実現につな
がると確信したのです｣
　平野らの取り組みの結果、2013 年に製
品レベルで 0.154dB/km の光ファイバを生
み出し、世界の注目は再び住友電工の光ファ
イバに集まった。まさに、起死回生の始まり
だった。開発はさらに加速する。2017 年、
研究レベルで伝送損失 0.142dB/km（製品
レベルで 0.150dB/km）を達成、光ファイ
バ伝送損失の世界記録を更新。これら平野
らの開発と並行して海底ケーブルでの採用
が急増、世界トップシェアのポジションを獲
得するに至ったのである。

独創の技術とこだわりで
世の中にないものを生み出す

　次世代の光ファイバ開発に向けた取り組
みも加速している。それを担う一人が光通
信研究所・光伝送媒体研究部の長谷川健

美だ。
　｢当研究所にとって、極低損失光ファイバ
の開発は終わらないテーマとしてあります。
さらに世界記録を更新していくこと。同時に
コストや生産性を見据えつつ、また顧客の
ニーズを的確に把握しつつ取り組んでいき
たいと考えています。一方で、光ファイバ 1
本の伝送容量が限界に近付きつつあります。
それに対応するため、コアの数を増やすマ
ルチコア光ファイバなどの新たな開発にも挑
戦していきたいと考えています｣
　研究開発の現場とマーケットを見据えて、
住友電工グループの光ファイバ世界市場で
のプレゼンスを高める役割を担っているの
が、光通信事業部および光通信研究所、い
ずれにも籍を置く小谷野裕史である。
　｢顧客を訪問し先を見据えてヒアリングを
重ねること、それが重要です。低損失は当
社の光ファイバのキーテクノロジーであるこ
とは確かですが、顧客は単に品質だけでは
なく、トータルでのコストダウンも求めてき
ます。先行して技術を追求しつつ、顧客に
とって最適となる光ファイバを提供していき
たい。アグレッシブに世界の未踏のマーケッ
トを切り拓いていきたいと思っています｣
　約 40 年の歴史を持つ住友電工グルー
プの光ファイバ。｢多くの先輩たちが諦め
ずに取り組んできた｣（大西）その想いと
信念は、確実に継承されている。独創の
技術にこだわり、｢世の中にないものを生
み出す｣、そのたゆみない取り組みが次代
を切り拓く――。

クラウド社会をつなぐ
光ファイバ最前線

プロジェクトid　社会課題への挑戦

製造された海底ケーブルは、ケーブル敷設船のケーブルタンクに船積みされ、
敷設される。（写真提供：❶株式会社 OCC、❷❸日本電気株式会社）

住友電工が開発した
極低損失光ファイバ

光通信事業部　企画部長
海外技術部長
大西正志

光通信事業部　
海外技術部
光通信研究所　
光伝送媒体研究部　主幹
小谷野裕史

光通信研究所
光伝送媒体研究部　
光伝送応用グループ長
長谷川健美

光通信事業部
海外技術部
機能製品グループ長
平野正晃

海底ケーブルの敷設（写真提供：日本電気株式会社）
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住友電工システムソリューション㈱
モバイルソリューション事業部
事業推進部長

1995年　住友電気工業（株）入社
1999年～2002年　米国で米国製電子カルテシステムの日本市場対応検討
2004年　東芝住電医療情報システムズ（株）
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｢病院情報システム｣で培った
技術力とモノづくりへの情熱

　中学生の頃からコンピュータに興味があり
ました。コンピュータが未来を拓く大きな可
能性を持っていることを、子どもながらに感
じていたのだと思います。そのため、大学・
大学院への進学に際しても、情報系の学科
を選択しました。大学院での研究テーマは、
太陽熱発電効率の向上を目指した、コン
ピュータ・シミュレーション。そこには、実
用化が期待でき、社会に役に立つものを作
りたいという想いがありました。大学院で学
んだことを活かし、システムそのものを販売
するのではなく、システムで新たな付加価値
を付けて提供する仕事に就きたいと考えて
いました。住友電工の情報通信分野の取り
組みは、そうした考えに合致すると強く惹か
れて、入社しました。
　入社以来、18 年間にわたって担当したの
が電子カルテシステムを中心とした ｢病院情
報システム｣ の構築です。信頼性の高いシ
ステムインフラ、電子カルテ記載システム、
システム全体のアーキテクチャ設計に携わり
ながら、多彩なモノづくりの基礎を身に付け
た時期でした。また、5 年間にわたり、中国
で展開したソフトウェアのオフショア開発（海
外の会社にアウトソースすること）は、技術
者として一つの気付きを与えてくれた取り組
みです。プロジェクトリーダーとして、最大
120 名の技術者を相手にプロジェクトをマネ
ジメントしていくことがミッションでした。痛
感したのが「人と人とのつながりの大切さ」
です。文化も価値観も異なる人たちと協働
してモノを作っていく、そこには当然厳しさ
もありますが、それ以上に個々の技術者の
情熱や熱意、あるいは豊かな人間性に触れ
る機会が多く、改めて ｢ソフトウェアは人が
作る｣ ということを確信する日々でした。

テレマティクス事業の新たな挑戦
スマホ用アプリ
｢Yahoo!カーナビ｣ 誕生

　2013 年、私が担当していた ｢病院情報
システム｣ 事業の再編があり、新たにテレ
マティクス事業の部署に配属されました。技
術者として、新しい分野へのチャレンジを考

えていた私にとっては絶好
の機会。そして、この異動
が技術者としてのターニン
グポイントになったと思いま
す。私が新たに取り組むこ
とになった ｢テレマティクス」
とは、テレコミュニケーショ
ン（遠距離電気通信）とイ
ンフォマティクス（情報処理）
から作られた造語で、自動
車などの移動体に、携帯電話などの移動体
通信を利用してサービスを提供することで
す。たとえば交通渋滞予測や最適ルートな
どの情報提供、地図情報配信、安全・エコ
運転支援ソフトウェアなど、自動車や輸送車
両の安心・安全機能の実現や情報配信によ
る利便性の向上を目的としたものです。将
来的には高度道路交通システム（ITS）の一
端を担い、たとえば自動運転実現に向けた
インフラ整備に関わるなど、道路交通に関す
るトータルソリューションを目指しています。
そうした幅広い取り組みの中で、私が関わる
ことになったのはスマートフォン向けのナビ
ゲーションのアプリケーション開発でした。
　当時、当社のテレマティクス事業は伸び
悩んでおり、新ビジネスへの挑戦による新
たな収益の柱が求められている時期でした。
当社は、テレマティクス黎明期から参入して
おり、カーナビゲーションや地図、サーバソ
フト（経路探索や交通情報配信等）などの
技術には高い評価を獲得していました。それ
ら実績をベースに、スマートフォンアプリ用
の開発キットとして提供し、テレマティクス技
術を新たなユーザ層に展開することで競争
力を確保する戦略でした。
　 お 客 様 は ポ ー タ ル サ イト ｢Yahoo! 
JAPAN｣ を運営するヤフー（株）。私はプ
ロジェクトリーダーとして、チームマネジメン
トおよびお客様との折衝を担当しました。競
合カーナビアプリとの差別化として打ち出し
たのが、高精度位置検出、高速経路計算、
地図更新頻度の高さです。また我々はナビ
ソフト開発環境の提案からナビ機能の製品
化まで、お客様が言うところの“爆速”とい
う速さで対応することを心がけました。あら
ゆる側面でのこだわりやご要望を十分に理
解するため、お客様のもとへ何度も足を運
び直接話を伺いながら、具現化に向け一体

となって取り組みました。そうして生まれた
アプリは、最終的に ｢Yahoo! カーナビ｣ と
して 2014 年 7 月にサービスイン。2018
年 8 月で 1400 万ダウンロードという実績
を築いています。

人間力を高め
魅力的な人間に成長する
それがモノづくりを前進させる源泉

　｢Yahoo! カーナビ｣ はその後もバージョ
ンアップを重ね、ナビの高度化を進めてい
ます。
　新たな事業の道筋を作ったことが認めら
れ、本プロジェクトは、住友電工グループ
が５年に１度実施しているグローバル表彰
世 界 大 会で最 優 秀 賞 ｢GE 賞（Glorious 
Excelent）｣ を受賞することができました。
私自身は、2018 年 4 月からマネジメント職
に着任したことから物流システムや移動ビッ
グデータビジネスなど、モバイルソリューショ
ン事業全体を推進する立場になっています。
目指すのは、自分たちの取り組みからコア
となる事業を生み出し育てること。また現在
は車両の移動にフォーカスした取り組みです
が、近い将来、｢人の移動｣ 全般を射程に
置いた利便性の高いモノの創出に取り組み
たいと思っています。
　システムやソフトウェアの技術者にとって、
一番うれしいのは ｢便利だね｣ と言われたと
きです。その言葉を一つでも多く聞くため
に、単に技術力を磨くのではなく、高い人
間力を持ったメンバーで構成されるチームを
作っていきたい。ソフトウェアを作るのは人
間です。だからこそ人間力を高め、人と人
とのつながりを大切にし、そして魅力的な人
間に成長する必要があります。それがモノ
づくりの核心にあると考えています。

ソフトウェアを作るのは人間
人と人のつながりが仕事を動かす

人物特集

｢Yahoo! カーナビ｣ 
画面例
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トロリ線とは
　トロリ線とは、鉄道車両、台車、
搬送機械およびクレーンなどの移
動体へパンタグラフ *2 を通して給
電する接触電線のことです。
　当社は長年培ってきた銅加工技
術を活かし、1914 年からトロリ
線を製造・販売しています。住友
電工の大阪製作所で製造したトロ
リ線は、世界中の新幹線、地下鉄、
モノレール、新交通といった鉄道
に採用されてきました。

*2 パンタグラフ：電車や電気機関車の屋根にとりつけて架線の電流を導き入れる装置

▲トロリ線▲トロリ線

QUARTERLY

　世界のエネルギー需要は急速に増えてお
り、環境へ配慮した持続可能な社会の実現
に向け、太陽光や風力など、再生可能エネ
ルギーへの関心が高まっています。特に導
入が進んでいる太陽光発電は、設置後 20
年以上稼働しますが、長期に安定した発電
量を維持するには、問題発生を即座に検知・
対応することが非常に重要で、一般的には、
異常を検知するための「監視システム」が
導入されています。
　これまでの監視システムは、閾

しきいち
値 *1 判定

が主であり、例えば発電量が一定値を下回
ると異常と判断し、太陽光発電の管理者に
通知される仕組みとなっています。しかし、
発電量は、季節、時間帯、設置地域のほか、
発電所の周囲環境などさまざまな要因に依
存するため、閾値判定による異常判断は信
用性に乏しく、異常判定の結果を基に、人
間による分析・判断が必要な運用がほとん
どでした。
　そのような背景から、当社は計測したス
トリング電力値を、AI*2 を用いて異常判定
し、その異常原因を緊急度別に通知する、
ストリング監視システムを開発しました。
発電低下を捉えた際に、その原因（ヒュー
ズやブレーカなどの異常か、木や草の影か、
太陽光パネル自身の劣化か等）を特定し、

さらにその異常を即時または日次のように
レベル分けして通知します。異常判定は太
陽光発電の最小単位であるストリングごと
に行い、さらに発電所の全体地図上に異常
個所を緊急度別に色で表示するため、視覚
的に異常個所の把握と、現場作業者への容
易な指示が可能になります。
　当社の監視システムは、既設の電力線を
通信回線として利用する PLC*3 技術を採用
するため、監視システムを導入する際に追

加の通信線の布設工事を必要とせず、稼働
済の既存発電所へも容易に導入可能です。
今回開発した異常判定検出・通知装置の活
用によって、発電に関わる異常に対して早
期対応が可能になることから、太陽光発電
所の運用管理コストの低減と発電量の最大
化に貢献します。
*1 閾値：境界となる値
*2 AI：人工知能 (Artificial Intelligence)　
*3 Power Line Communication：電力線通信

　世界第 2 位の人口を誇るインドは、2018 年
度第 1 四半期の実質 GDP 成長率は 8.2％と他
国と比べても非常に高い経済成長を遂げてい
ます。急速な経済発展に伴い、貨物輸送量が
年 10 ～ 12％で増加しており、貨物鉄道の整
備・強化は、インドのさらなる経済成長におい
て喫緊の課題となっています。このような背景
から、インド政府は、デリーとムンバイ（西回
廊）、デリーとコルカタ（東回廊）に貨物専用
鉄道（DFC）*1 を建設する計画を進めています。
日本政府による支援も決定しており、DFC の
一部区間である西回廊建設事業は円借款により
実施されています。
　西回廊の建設は、インド鉄道省傘下の貨物

専用鉄道公社が手掛けてお
り、双日（株）とインドの
Larsen & Toubro Limited
のコンソーシアムがその電
化工事を受注しています。
当社は同コンソーシアムよ
り、路 線 距 離 約 1,340km
分（全長約 3,400km）のト
ロリ線を受注し、納入を開
始しました。当社の海外鉄
道案件としては、過去最大
規模の受注量で、トロリ線
の耐久性、耐熱性に優れて
いる点や、国内外鉄道市場
への納入実績等が評価され、
今回の採用となりました。
納入するトロリ線は、レワ
リ～ジャワハルラール ･ ネ
ルー港（JNPT 港）間に使
用されます。

　インド市場へのトロリ線の納入は、当社にとっ
て今回が初めてとなります。高品質なトロリ線
を安定的に提供することで、インドのさらなる
経済発展に向けた物流インフラの構築に貢献し
ます。
　また、インドでは、DFC 以外にも、2023 年
に全線開通を目指す日本の新幹線方式を採用し
た高速鉄道整備計画や、ムンバイでのメトロ建
設計画、既設国鉄路線網の電化計画など、今後
も活発な鉄道整備事業計画が進められます。今
回の納入実績を活かし、今後も継続的な拡大が
見込まれるインドの鉄道整備事業市場で、当社
製品・サービスの提供を目指していきます。
*1 貨物専用鉄道（DFC :Dedicated Freight Corridor）

AIを活用した太陽光発電所の
PLCストリング監視システム用データ蓄積・解析装置
～長期的に安定した発電所運営をサポート～

インド貨物専用鉄道計画プロジェクト向けにトロリ線を納入
～さらなる経済成長にむけた物流インフラの構築に寄与～

DFC西回廊
（約1,400km）

DFC東回廊
（約1,400km）

中国中国

パキスタンパキスタン

スリランカスリランカ

ブータンブータン

ネパールネパール

ミャンマーミャンマー

バングラディシュバングラディシュ

インドネシアインドネシア

アフガニスタンアフガニスタン

タジキスタンタジキスタン

・・・・

デリーデリー

ムンバイ
（JNPT港）
ムンバイ

（JNPT港）

レワリレワリ

ハウラー
（コルカタ）
ハウラー
（コルカタ）

今回の受注区間
レワリ－ムンバイ間
（1,340km）

今回の受注区間
レワリ－ムンバイ間
（1,340km）

未来を築く住友電工グループの
トピックスをお届けします

広域で多くのパネルが稼働する太陽光発電所では異常個所を検知することが難しい。

日次の発電レポート例 発電レポートにおける異常個所の表示例

▲判定結果に応じて、異常個所を発電所の全体地図上に表示。
　重大な異常４件（赤）、軽微な異常３件（橙）
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1947

日本が文化国家として再建するために

住友電工の1枚──あの日、あの時

新たな住友電工の歴史がスタート

　太平洋戦争末期の 1945 年 6 〜 7 月にかけて、住
友電工大阪製作所は 4 回もの空襲を受け、工場の 3
割が全壊、消失し、従業員にも多くの死傷者を出した。
　終戦から二日後の 8 月 17 日、当時の別宮社長は、
焼け残った通信ケーブル工場に全従業員を集め、今
までの労苦をねぎらった後、「今後、日本は文化国家
として再建しなければならない、そのためには、当社
製品は不可欠なものであるから、（中略）一所懸命電
線の生産に励み、少しでも製品を多く作り、その使
命を達成すればよい」と訓示し、復興に向けて歩み
始めた。

　生産設備の復旧、資材の逼迫、物価の高騰などを
乗り越えつつあった 1947 年に、昭和天皇による関西
行幸が決定され、住友電工も巡幸先の一つとなった。
　行幸当日は、雲一つない晴天で、超高圧実験室の
建物の前に、ご到着。超高圧実験室では、社歴と現
況を別宮社長が言上すると、「大切な仕事であるから、
なおしっかりやるように」との激励の辞を与えられた。
その後も、鋳造工場、線材工場、被覆線工場をご覧
になり、従業員へ多くの激励のお言葉をいただいた。
　1947 年は、創業 50 周年であり、行幸を仰ぐまで
に復活した新たな住友電工のスタートであった。

超高圧実験室をご覧になる昭和天皇（右隣は別宮社長）




